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昨年、高病原性鳥インフルエンザ（以下、HPAI）

発生時における防疫資材を作業者の人数や殺処

分羽数、消毒ポイント箇所数など、資材の変動

要因別に備蓄したことを報告した。 

今回、変動要因別の備蓄方法について再検討

した結果、様々な問題が考えられたことから、

備蓄方法を変更したので概要を報告する。 

１ 長崎県における防疫資材の備蓄状況 

防疫資材は県内家保のほか長崎県獣医師会館

（以下、獣医師会館）及び農林技術開発センタ

ー展示館（以下、農技 C）に備蓄している（図－

１）。 

 

防疫資材は、平成 22年の口蹄疫発生以後に備

蓄し、その後、渡り鳥シーズンに国内で HPAIが

発生するようになり、HPAI 対応防疫資材として

備蓄することとなった。当初は備蓄場所で品目

ごとにダンボールや棚で資材を保管しており、

資材積込み搬出作業に多くの人と時間を要して

いた。そこで平成 30年度、発生規模ごとの整備

に変更し、その後カゴ台車を用いて防疫作業者

の人数や鶏の飼養羽数により変動する要因別に

整備することで、迅速な資材の搬送と作業の省

力化を図った（表－１）。 

 

昨年までの資材管理方法は表－２に示すとお

り、農場で作業する人数により資材数が変動す

るユニット、殺処分羽数により変動するユニッ

ト、鶏舎数など、箇所数により変動する要因別

に資材をユニットとして編成し、カゴ台車で管

理した。 

 

２ 検討会議 

 変動要因別の備蓄方法の問題点を検討するた

め、本土３家保の担当者による会議を開催した。 

変動要因別の備蓄方法は発生リスクが高い HPAI

を想定してたが、国内での豚熱（以下 CSF）感染

拡大及びアジア近隣諸国におけるアフリカ豚熱

（以下 ASF）の発生により HPAI 以外の疾病の発
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生リスクが高まり、対応が必要となった。 

また、HPAIは CSF、ASF 及び口蹄疫（以下 FMD）

とは殺処分班人数の違いにより必要資材及び数

量が異なるため、これらの疾病にも円滑に対応

できる管理方法への改善が必要となり検討し

た。 

改善策として、資材は消毒ポイントを除き品

目別、同一単位数量別に管理することとした（表

－３）。 

 

３ 新たな資材備蓄方法の検討 

 表－４に発生農場で使用する PPE ユニットを

例として示す。 

 

HPAI 発生対応を優先したユニット構成によ

り、殺処分班 25人が８時間に使用する資材を複

数のカゴ台車に積み合わせて管理する方法か

ら、他の疾病にも容易に対応できるよう一定数

量を品目別に数量ユニットで管理することとし

た。N95 マスクは HPAI 以外の疾病では不要のた

め、変更前のユニットが集合場所に搬入される

と不要在庫として滞留することとなるが、品目

別に管理することで解消される。 

また、HPAI と構成人員数及び必要資材が異な

る CSF、ASF 及び FMD においては、T シャツ等下

着類が必要となるが、品目別の資材を組み合わ

せることで対応が可能となる。 

なお、資材には資材番号を付け、配置は番号

順にしてレイアウトを作成し、資材運び出しの

迅速化を図った。 

（１）カゴ台車（図－２）:作業の省力化を目的

として、資材は原則、カゴ台車に積載して備蓄

した。備蓄量が多く、複数のカゴ台車に分けて

積載する場合、同じ数量ずつ積載することとし

た。また、消毒ポイントで使用する資材も箇所

ごとにカゴ台車に積載した。 

（２）大型資材:資材が大きく、カゴ台車で備蓄

できない資材（一輪車、コンパネ等）は、所定

の場所に配置した。 

（３）ラック（図－３）:マジックなどのように

小さく、カゴ台車での管理が不適な資材をラッ

クで保管することとした。ダンボールに分けて

備蓄している資材については、ダンボールごと

に収納数量を記載している。 

なお、搬出の際は、搬出用のダンボールに必

要数量を入れ搬出する。 

 

 



 - 31 - 

４ 備蓄資材搬出数量表及びレイアウト図作成 

 伝染病発生時に必要となる防疫必要資材数量

を示す初動防疫報告票６について、各資材の必

要数量がカゴ台車数で表示されるよう新たに備

蓄資材搬出数量表を作成した（表－５）。 

 

なお、初動防疫報告票６は HPAI、CSF、FMD別

にマニュアル化されているため、各疾病別に作

成した。資材を探す時間を短縮するため、資材

には番号をつけた。搬出数量には実際に必要と

する資材数が表示され、そのうちカゴ台車に積

載している資材はカゴ台車数の資材を運び出

す。 

新たに整備した資材がどこに保管されている

か分かるよう、資材レイアウトを作成した。 

図－４に農技 Cのレイアウト図を示す。 

 

資材をカゴ台車に保管し、初動防疫報告票６

で表示した番号順に並べて配置している。獣医

師会館も農技 Cと同様、番号順に配置しており、

搬出作業の効率化を図るため、カゴ台車→大型

資材→ラック資材の順に配置した（図－５）。 

 

なお、資材レイアウト図については作業員に

分かるよう、保管場所入口に A２サイズに印刷し

たものを貼り付けた。 

５ 新たな備蓄資材搬出演習の実施 

 家畜伝染病発生疑いの際、県本部から資材積

込作業班の確保依頼がなされる。本作業班は本

土地区であれば、農技 C 職員が担当することと

なっており、作業人数は 20人を想定している。 

また、依頼があってから２時間後には資材積

込作業を開始することとなっており、作業開始

から 90分後に終了するスケジュールとなってい

る。搬出手順を検証するため、資材搬出を担当

する農技 C職員 20人による資材搬出演習を表－

６に示す想定で実施した。 

 

作業員が集合した後、90 分以内に農技 C の備

蓄資材を展示館広場に、獣医師会館資材を獣医

師会館倉庫前に集めることとした。初動防疫報

告票６に基づき資材の確認を行い、２人一組で

カゴ台車を搬出。写真－１に農技 C から搬出し

た 87台の台車と大型資材を示す。獣医師会館に

おいても農技 Cと同様の方法で資材を搬出した 
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（写真－２）。 

獣医師会館ではラックによる小さい資材の備

蓄と、鶏の補鳥の際に使用するボイド管や消毒

薬として用いる消石灰等、大きい資材を備蓄し

ているため、搬出資材数量の確認に加え搬出用

ダンボールへの詰込み作業も実施した。演習で

の資材搬出は 35分間で終えることが出来、限ら

れた人数で迅速に資材を搬出することが可能で

あることを確認した。 

６ まとめ 

 HPAI発生を想定した備蓄方法からCSF、ASF及

びFMDにも対応可能な品目別の備蓄に変更した

ことで、不要又は過剰となる資材の運び出しが

なく迅速な対応が可能となった。 

また、レイアウト図を作成したことで、資材

の配置場所が容易に確認でき、HPAI５万羽規模

の必要資材を短時間で搬出出来ることを確認

した。 

今後は、資材搬出に関わる作業員は定期異動

により人員の入れ代わりがあることから、担当

者の異動にも対応できるよう資材搬出に関す

る作業手順書を策定予定である。 

また、箇所別のユニットを廃止し品目別にし

たことで、これまで省力化が図られていた集合

場所での資材仕分け作業が増加するため、勉強

会や演習を実施し初動防疫の強化に努めたい。 


